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同
院
に
お
け
る
リ
ウ
マ
チ
診
療
の
歴
史
に
つ

い
て
、
日
髙
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
当
院
は
、
開
院
当
初
、
整
形
領
域
を
中
心
に
診

療
を
展
開
し
て
い
た
の
で
す
が
、
難
治
性
の
疾

病
で
あ
っ
た
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
も
多
く
来

院
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
薬
の

進
歩
に
よ
っ
て
内
科
系
に
よ
る
治
療
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
手
術
と
併
せ
て
集
学

的
な
体
制
を
敷
く
べ
く
『
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
』

を
病
院
開
設
６
年
目
に
新
設
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
善
仁
会
は
、
２
０
０
３
年
に
内
科

系
疾
患
を
扱
う
市
民
の
森
病
院
と
、
外
科
系
疾

患
を
扱
う
善
仁
会
病
院
と
２
つ
の
病
院
に
分
か

　

市
民
の
森
病
院
に
お
け
る

リ
ウ
マ
チ
診
療
の
体
制
に
つ

い
て
、
日
髙
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
リ
ウ
マ
チ
科
に
は
、
常
勤
医

と
し
て
私
を
含
む
３
名
の
リ

ウ
マ
チ
専
門
医
と
２
名
の
非

常
勤
医
が
勤
務
し
て
い
る
ほ

か
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
財
団
認

定
の
リ
ウ
マ
チ
ケ
ア
看
護
師

が
１
名
、
同
じ
く
認
定
薬
剤

師
が
２
名
、
リ
ハ
ビ
リ
を
担

当
す
る
リ
ウ
マ
チ
専
門
の
理

学
療
法
士
が
３
名
所
属
し
て

お
り
、
チ
ー
ム
に
よ
る
医
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
然
、

整
形
外
科
や
神
経
内
科
と

い
っ
た
他
の
診
療
科
と
も
連

携
し
、
多
職
種
・
多
診
療
科

連
携
に
よ
る
総
合
的
な
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
は
、
年
間

れ
ま
し
た
が
、
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
森

病
院
内
に
置
く
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
そ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
、
現
在
も
リ
ウ
マ
チ
診
療
に
関

し
て
は
、
手
術
を
含
む
外
科
的
な
治
療
は
善
仁

会
病
院
で
、
薬
剤
を
中
心
と
し
た
治
療
に
関
し

て
は
当
院
内
の
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
で
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
内
科
系
の
患
者

で
も
外
科
的
治
療
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
週
に
１
度
、
善
仁
会
病
院
か
ら
整
形
外

科
医
が
来
て
外
来
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
し
、

逆
に
外
科
系
の
患
者
で
内
科
的
治
療
が
必
要
な

患
者
に
対
し
て
は
、
私
が
同
じ
く
週
に
１
度
、

善
仁
会
病
院
で
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
」

約
１
３
０
０
人
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
を
診
療
し
て

お
り
、
１
日
当
た
り
40
～
50
人
の
外
来
患
者
が

来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
診
療
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

当
セ
ン
タ
ー
は
リ
ウ
マ
チ
学
会
認
定
教
育
施
設

で
あ
り
、
保
険
適
応
が
あ
る
治
療
（
各
種
薬
物

治
療
、
生
物
学
的
製
剤
、
白
血
球
除
去
療
法
）

は
全
て
可
能
で
す
。
ま
た
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
が

リ
ウ
マ
チ
治
療
の
目
標
の
１
つ
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
維
持
の
た
め
に
骨
破
壊
の
進
行
防

高度かつ複雑なリウマチ診療の質的向上に
病院が求めた性能要件は極めて高かったが、
WEB型電子カルテと独自の機能が応えた

1988 年防衛医科大学校卒。
同年より防衛医科大学校勤務。
2003 年より市民の森病院勤務、
現在に至る。日本内科学会認
定医、日本内科学会総合内科
専門医、日本リウマチ学会専門
医、日本アフェレシス学会専門
医、日本リウマチ学会指導医。

日髙利彦氏
（ひだか・としひこ）
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法
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仁
会

市
民
の
森
病
院
　
副
院
長

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
所
長

日
髙
利
彦
氏
に
聞
く

Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て

リ
ウ
マ
チ
診
療
の
支
援
機
能
を
最
大
限
に
活
用

　

社
会
医
療
法
人
善
仁
会 

市
民
の
森
病
院
は
、

１
９
８
３
年
３
月
に
１
０
０
床
の
病
院
と
し
て

開
設
さ
れ
、
１
９
８
８
年
に
は
２
０
０
床
に
増

床
。
翌
１
９
８
９
年
に
は
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
、
開
院
当
初
よ
り
リ
ウ
マ
チ
に

関
す
る
診
療
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。

　

同
院
副
院
長
で
、
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
セ
ン

タ
ー
所
長
で
も
あ
る
日
髙
利
彦
氏
は
、
リ
ウ
マ

チ
診
療
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
リ
ウ
マ
チ
は
、
自
己
免
疫
異
常
か
ら
く
る
疾
患

で
す
が
、
30
歳
代
か
ら
50
歳
代
に
か
け
て
発
症

す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
女
性
に
多
い
疾
患
で

す
。
１
５
０
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
さ
れ
、

宮
崎
県
内
に
も
人
口
比
か
ら
考
え
て
、
５
０
０
０

～
６
０
０
０
人
程
度
の
患
者
が
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
は
、
最
も
多
い
関
節
リ
ウ

マ
チ
ば
か
り
で
な
く
、
皮
膚
や
内
蔵
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
例
も
あ
り
、
症
状
が
多
岐
に
わ
た
る

の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、検
査
項
目
も
多
く
、

診
察
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
治
療
に
か

か
る
期
間
も
長
く
な
り
が
ち
で
す
。
一
方
で
、
近

年
の
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
か
つ
て
は
“
難
治
”

と
さ
れ
て
い
た
リ
ウ
マ
チ
も
、
ほ
ぼ
“
寛
解
”
に

至
る
ま
で
治
療
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
等
と
同
じ
よ
う
に
、
リ
ウ

マ
チ
も
早
期
に
、
症
状
が
軽
微
な
う
ち
に
診
療

を
開
始
す
れ
ば
治
療
成
績
も
良
好
に
な
り
ま
す

の
で
、
リ
ウ
マ
チ
の
疑
い
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
は

早
目
の
来
院
を
し
て
ほ
し
い
と
、
当
院
で
も
啓

発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
最
中
で
す
」

１９８３年に開院した宮崎県宮崎市の市民の森病院は、
当初よりリウマチ患者が多いことから、それに応えんと
１９８９年に「リウマチセンター」を開設し、早３０年を経た。
同センターでは、高度なリウマチ診療を実施すると共に、
多くの臨床研究や治験を実施してきているが、
その実績は広く知られているところである。
同院では、かねてより電子カルテ導入を目指してきたが、
高度なリウマチ診療に対応できるシステムが無いことから
その導入は２０１７年１１月まで待つしかなかったという。
しかし、その甲斐もあり、稼働し始めたシステムは、
同院のすべての診療の大幅な質的向上を実現したという。
同院のキーパーソンたる日髙利彦氏に話を聞いた。

市民の森病院は、延床面積 9,249 ㎡ （2,798 坪） の建物に、4 階建ての診療部と7 階建ての健診部を有し、訪問
看護ステーション一ツ葉を併設している

内科的診療を中心に行う市民の森病院で
は、2017 年 11 月に電子カルテシステム

「PlusUs-V3」を導入。同システムを中核
として、既 存の医 事 会 計システムや
PACS、調剤業務支援システムや健診シ
ステム等を連携させ、総合的な病院情報
システムを構築している

市 民 の 森 病 院  病 院 情 報 シ ス テ ム 構 成 図
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社会医療法人善仁会 市民の森病院

所 在 地：宮崎市大字塩路 2783-37
許可病床数：108 床（一般 97 床、
　　　　　　地域包括ケア 11 床）
開 設 者：社会医療法人善仁会理事長
　　　　　濱砂カヨ
管 理 者：院長　前田啓一

市民の森病院は善仁会病院ととも
に、社会医療法人善仁会の医療部
門を支える中核施設である。病床数
は108床ながら、診療科目は13 診
療科を標榜し、さらにリウマチセン
ターや呼吸器センターを有する特
色ある病院である。外来患者数は1
日約160人を数え、その3分の1が
リウマチ関連の患者である。2009
年には通所リハビリテーションセン
ターを開設させ、地域のニーズに対
しても積極的に対応している。

止
に
最
大
の
関
心
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
よ
っ
て
重
症
度
・
経
過
が
異
な
り
、
適

切
な
治
療
法
の
選
択
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
患
者
さ
ん
１
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
最

も
適
当
と
思
わ
れ
る
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
そ
れ
を
重

視
し
、
ま
た
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
臨
床
に
関
す
る
治
験
も
同
時
並
行
で

し
た
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
計
算
ソ

フ
ト
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
、
医

療
者
自
身
が
手
入
力
お
よ
び
計
算
ま
で
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
な
手
間
と
労
力
が
必

要
で
あ
り
、
当
院
で
も
そ
の
よ
う
な
診
療
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
般
の
ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
製
電
子
カ
ル
テ
導
入

は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ウ
マ
チ
診
療
に
必
要
な
機

能
を
盛
り
込
ん
だ
リ
ウ
マ
チ
診
療
支
援
シ
ス
テ

ム
を
開
発
す
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

採
用
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
の
で
す
」

　

ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
製
電
子
カ
ル
テ
「PlusU

s-

カ
ル
テ
」
の
リ
ウ
マ
チ
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、

シ
ン
プ
ル
な
画
面
構
成
に
よ
っ
て
、
入
力
業
務
の

手
間
を
省
き
、
結
果
、
高
い
操
作
性
を
提
供
し

て
お
り
、
診
療
全
般
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
２
次
利
用
も
容
易
に

常
時
７
件
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
な
ど
、
リ
ウ
マ
チ

診
療
の
発
展
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
」

　

市
民
の
森
病
院
は
、
２
０
１
７
年
11
月
よ
り

電
子
カ
ル
テ
を
中
心
と
し
た
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
を
開
始
し
た
。
そ
の
中
核
と
な
る
シ

で
き
る
。

　

日
髙
氏
の
求
め
る
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
機
能
評

価
等
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
や
計
算
、
表
示
等
の
機

能
に
つ
い
て
は
、
導
入
ま
で
半
年
間
に
わ
た
り
、

病
院
側
と
ベ
ン
ダ
間
で
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
と

準
備
作
業
を
実
施
し
た
と
い
う
。
稼
働
し
た
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
日
髙
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
。

「
シ
ン
プ
ル
な
画
面
構
成
で
見
や
す
く
、
点
数
等

の
入
力
も
簡
単
で
す
。
項
目
の
評
価
を
行
う
こ

と
で
、
計
算
結
果
は
自
動
的
に
表
示
さ
れ
る
他
、

電
子
カ
ル
テ
に
も
記
録
が
自
動
で
転
送
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
で
は
初
診
時
を
起
点
と

し
て
、
経
時
的
な
変
化
を
画
面
上
に
表
示
す
る

こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん

は
、
1
ヵ
所
で
も
痛
い
箇
所
や
状
態
が
悪
い
箇

所
を
見
る
と
良
く
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ

る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
具
体
的
な
診
療
デ
ー

タ
の
提
示
に
よ
り
治
療
成
果
挙
を
実
感
し
て
も

ら
え
、
患
者
さ
ん
の
治
療
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

ス
テ
ム
が
、
ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
製
の
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
「PlusU

s-V
3

」
で
あ
る
。

「PlusU
s-V

3

」
は
、
電
子
カ
ル
テ
、
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
、
看
護
支
援
が
一
体
と
な
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
診
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
１
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
合
理
的
に
一

元
管
理
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
と
情

報
の
利
活
用
を
支
援
す
る
。

シ
ョ
ン
の
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
、
こ
の
機

能
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
大
学
病
院
か
ら
派

遣
さ
れ
て
く
る
非
常
勤
医
師
か
ら
も
、
リ
ウ
マ

チ
に
関
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
」

　

リ
ウ
マ
チ
診
療
を
支
援
す
る
機
能
を
充
実
さ

せ
た
ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
社
の
対
応
に
つ
い
て
、
日

髙
氏
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
導
入
決
定
か
ら
稼
働
開
始
ま
で
半
年
間
と
短
い

期
間
で
し
た
が
、
担
当
技
術
者
に
は
頻
繁
に
通
っ

て
も
ら
い
、
当
院
の
要
望
を
汲
み
取
り
、
ま
た

具
体
化
し
た
良
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
電
子
カ
ル
テ
が
初

め
て
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
点
も
心
配
で
し

た
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
制
を
含
め
た
担
当
者

の
対
応
も
よ
く
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
高

評
価
を
得
て
い
ま
す
」

　

電
子
カ
ル
テ
全
体
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
日

髙
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
紙
カ
ル
テ
に
比
べ
て
、
デ
ー
タ
の
検
索
や
患
者

の
カ
ル
テ
デ
ー
タ
を
探
す
作
業
が
大
幅
に
効
率

化
さ
れ
ま
し
た
し
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
も
連
携
し
て

　

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で

作
動
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
限
定
し
た
運
用
か
ら
、

複
数
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
の
運

用
ま
で
、
柔
軟
な
稼
働
モ
デ
ル
を
実
現
で
き
る

利
点
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
掛
か

る
通
信
の
負
担
も
少
な
く
、
レ
ス
ポ
ン
ス
性
能

が
優
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
社
が
提
供
す
る
他
の
「PlusU

s

シ

リ
ー
ズ
」
製
品
（
医
事
会
計・放
射
線
情
報
管
理・

リ
ハ
ビ
リ
支
援
・
手
術
管
理
・
物
流
管
理
・
看

護
勤
務
管
理
等
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
総
合
的

な
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
、
日
髙
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
化
以
前
は
医
事
会
計
と
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
み
の
電
子
化
で
し
た
が
、
今
後

の
医
療
の
進
展
か
ら
考
え
、
電
子
カ
ル
テ
化
は

当
法
人
理
事
長
の
か
ね
て
よ
り
の
方
針
で
し
た
。

し
か
し
、
一
般
的
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、

当
院
の
主
な
診
療
で
あ
る
リ
ウ
マ
チ
診
療
に
応

え
ら
れ
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
診
療
で
は
、
患
者
さ
ん
の
健
康
状

態
や
関
節
の
評
価
な
ど
、
診
療
に
用
い
る
パ
ラ

メ
ー
タ
が
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
て
疾

患
活
動
性
ス
コ
ア
Ｄ
Ａ
Ｓ 

（disease activity 
score

：
ダ
ス
）
な
ど
の
評
価
を
点
数
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
で
は
、

こ
れ
ら
の
評
価
を
細
か
く
丹
念
に
行
い
な
が
ら

治
療
方
針
を
決
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
薬
の
内

容
や
量
を
微
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
の
で
す
。

　
一
般
的
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
は
、
こ
う

い
て
、
医
用
画
像
を
カ
ル
テ
画
面
に
貼
り
付
け

る
こ
と
も
容
易
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
診
療
で
は
、

超
音
波
検
査
を
含
め
、
画
像
検
査
を
行
う
こ
と

も
多
い
の
で
、
医
用
画
像
を
簡
便
に
扱
え
る
こ

と
は
、
診
療
上
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
カ
ル
テ
だ
と
起
こ
り
が
ち
な
記
録

漏
れ
も
な
く
な
り
、
診
療
情
報
の
質
も
良
く
な

り
ま
し
た
。
医
師
毎
に
治
療
の
質
が
大
き
く
異

な
る
と
病
院
と
し
て
は
困
り
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
無
く
す
上
で
も
電
子
カ
ル
テ
化
は

有
意
義
だ
な
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
、
日
髙
氏
は
さ
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
の
機

能
性
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
話
す
。

「
こ
れ
で
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
改
良
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
ら

が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
診
療
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
身
体
機
能

の
評
価
は
リ
ウ
マ
チ
診
療
に
お
い
て
重
要
な
項

目
の
１
つ
で
す
が
、
炎
症
反
応
を
経
時
的
に
表

示
す
る
な
ど
、
こ
の
領
域
に
つ
い
て
も
可
視
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

市民の森病院では約 130 台の病院情報システム端末を設置。医事会計シ
ステム等、各部門システムと連携し、効率的な診療業務を実現している

電子カルテ「PlusUs-V3」で診察する日髙利彦氏。「紙カルテと比べてリウ
マチ診療が大幅に効率化し、システムにはとても満足している」と話す

リウマチ支援機能の評価
入力画面。関節リウマチに
おける痛みや腫れ等、関
節に関する評価を簡便に
入 力。SDAI や CDAIと
いった関節に関する活動
性の評価を自動計算して
電子カルテに自動で転記。
従来、手間と労力が必要
だった各種評価を簡便に
実施することができる

リウマチ支援機能の時系
列参照画面。リウマチに関
する各種評価や検査結果
等を事例列に表示。数値
の変化を経時的に表示す
ることで、疾病状況の変化
をより客観的かつ具体的に
表示することができ、薬剤
の調整や治療方針の決定
の際に役立てられている

疾病活動性評価（SDAI）
の帳票出力画面。治療開
始からの評価をグラフ化す
ることで治療実態を具現
化。同画面を出力し、患
者に情報提供することで、
治療の成果を患者自身が
実感でき、診療に対するモ
チベーション維持や満足度
向上に貢献している

Ｗ
Ｅ
Ｂ
型
故
の
高
レ
ス
ポ
ン
ス
性
を
発
揮

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「P

lusU
s-V
3

」

各
種
機
能
評
価
へ
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト

リ
ウ
マ
チ
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
「P

lusU
s-

カ
ル
テ
」

リ ウ マ チ 診 療 支 援 シ ス テ ム

（    ）11 新　医　療　2019年8月号 （    ）10新　医　療　2019年8月号


	9J-SH_H1
	9J-SH005
	9J-SH007
	9J-SH014
	9J-SH015
	9J-SH009-012



